
広報ちりゅう１月１６日号および市ホームページなどで意見を募集した「保育所整備計画

（案）」について、貴重なご意見・ご提案をいただきありがとうございました。 

寄せられたご意見に対して、市の考え方をまとめましたので、その結果を公表します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意見 １ 意見に対する市の考え方 

 

・休日保育は、なかよし保育園以外でも実施して

ほしい。 

・休日保育の保育時間を平日と同様にしてほし

い。 

・休日保育でも給食を出してほしい。 

・障害児保育は、障害児を持った親が安心して預 

けられるように障害児保育実施園は体制を整 

えてほしい。（専門の保育士を養成するなど） 

 

休日保育については、現状の利用率や費用対効

果を考えると実施施設を拡大する計画はありま

せん。 

今後のニーズ拡大などは情勢が変化した場合

は、個々の保育所整備の際に施設面で必要性を考

慮すればよいと考えますので本計画の中で計画

していく必要はないと考えます。 

障害児保育の体制整備についてのご意見は今回

の施設整備の計画に反映するものではありませ

んが、参考とさせていただきます。 

 

意見 ２ 意見に対する市の考え方 

 

低年齢児の増加についての理由として家庭環

境の変化及び保護者の意識変化、好景気による雇

用情勢がよかったことなどがあげてありますが、

保護者の意識変化とは、どのようなものですか。 

3 歳未満児の数が増えていますが、一番母親を

必要としている時期ではないでしょうか。各家

庭、経済状況など、さまざまで働かざるを得ない

家庭もあるかと思います。しかし、できることな

ら３才くらいまでは母親の元でゆったりと育ま

れるのが望ましいのではないでしょうか。 

大人のための保育ニーズに対応するという印

象が強く、子どもに対する保育の内容について

は、どのようになっていますか。 

保育の内容が充実させられるのは良いことで

すが、保護者が家庭で子育てしやすい環境作りと

いうのも必要ではないでしょうか。保育のニーズ 

 

たくさんのご意見をいただき、保育、子育て支

援を担当する子ども課として、参考にさせていた

だきたいと思います。 

施設整備というハード面での計画のため、事業

についての詳細は掲載していませんが、子育て支

援施設の中心施設に変更しようと計画している

知立中央保育園については、ご意見のとおり、「家

庭における子育て」という点から相談事業にも重

点を置いた施設を計画しています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に応えるばかりではなく、その元にはどういう状

況があるのか深く掘り下げられなければならな

いと感じます。 

私は、夫婦とも県外出身者で身内が近くにいま

せん。第一子を出産したときは初めてのことばか

りで、身内も遠いし、頼れない、気軽に話したり、

相談する手段も分らず、子育てが本当に苦痛でし

た。 

目的のところに、虐待等に象徴される子育て機

能の低下に対応する子育て支援の中心施設の機

能も求められるようになっているとあります。 

ニュースでも、虐待死など報じられるたび胸が痛

くなりますが、虐待をしてしまった保護者を虐待

するに至るまでに、何か救う手立てがなかったの

かな？と思わされます。 

知立中央保育園が子育て支援の中心施設とな

るようですが、家庭において、子育てをもっと楽

しめるものとなるような環境づくりに支援を期

待しています。 

〈民営化〉についても、児童の獲得等でいろん

な特色を持たなければならなくなるという点に

おいて私は賛成ではありません。 

未就学児の勉強や、音楽など誰のためにやってい

るのでしょう。子どもの能力を引き出すのもいい

ですが、子どもの思い、気持ちを無視してほしく

ありません。 

子どもが小学生になり初めて児童センターに足

を運びました。先生方はとても忙しそうに働いて

おられますね。子どもたちが「先生おにごっこし

よう！」と何度も誘っていましたが、先生は「○

○しなきゃいけないからおにごっこできないの」

と答えられていて、行事の準備やら、壁の切り絵

の飾りつけやらは後回しにして、子どもに付き合

ってあげて欲しいなと思いました。 

「先生、これがやりたい！」と、センターに置

いてあるおもちゃを見せると、「は！？」と、「な

ぜ私にいちいちそういうことを言うの？」という

思いが込められていそうな返事の仕方で、今の時 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代、みんながみんな、いっぱいいっぱいで余裕を

なくしているんだなあと感じたことでした。 

保護者の方がお迎えに来た時は、子どもに帰り

の準備をせかす感じで、保護者にはとても気を使

っておられるようでした。プロというより、家庭

のなかの親子関係に似た感じを受けました。家庭

では子どもに対して、親のわがままや甘えも出ま

すよね。まさにそのような感じでした。 

私も、こどもと充分付き合えてはいないです

が、ふと、子どもとの付き合い方、子どもを取り

まく環境について、これでいいのかなあと考えま

す。 

保育所整備についてもですが、子どもを取りま

く環境、外側だけではなく中身についても意見で

きればいいなと思います。 

 

 

 


